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研究成果の概要（和文）：本研究課題はアメリカ文学に対するヨーロッパの影響を調査したものである。アメリカ文学
は研究の最初期からヨーロッパ文学との対比の中で読まれてきたが、作家もまたヨーロッパを常に意識しながら作品を
書いてきた。本研究の調査によって、多くのアメリカ人作家がヨーロッパの宗教観、政治、歴史的経緯にいかに大きく
影響されてきたかが明らかになった。研究成果は8回の研究発表（うち2回は海外で開催された国際学会）、雑誌論文4
件、共著書5冊（うち編著1冊）、単著1冊という形で公表した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated European influence on American literature. American 
literature has been read as contrasted with European literature since the earliest stages of the study, 
and the American authors has been writing works bearing in mind differences between Europe and their own 
country. This study clarified how deeply many American writers have been influenced by religious sects in 
Europe, political theories about transatlantic matters, and the historical process in which America 
divided itself from Europe. The result has been published in eight academic conferences (including two 
international conferences), four journal articles, five joint books, and one book.

研究分野： アメリカ文学
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１．研究開始当初の背景 
コロンブスによるアメリカ大陸の「発見」

以来、ヨーロッパ諸国の植民地建設、アメリ
カ独立戦争、移民の流入など、これまでアメ
リカはヨーロッパとの関わりの中で存在し
てきた国であり、欧米を比較した研究は非常
に多い。中でも文学研究においてはマルカ
ム・ブラッドベリの Dangerous Pilgrimages: 
Trans-Atlantic Mythologies and the Novel 
(1995)が非常に大きな業績であると言える。
シャトーブリアンから現代作家に至るまで、
アメリカとイギリスの文学的影響関係を詳
細に論じたこの著作は、英米文学研究者必読
の書と言えるだろう。 
 しかしながら、ブラッドベリを待つまでも
なく、そもそもアメリカ文学最初の研究はイ
ギリス人Ｄ・Ｈ・ロレンスによる Studies in 
Classic American Literature (1923)であり、
また学問的に最初のアメリカ文学研究の礎
を築いたＦ・Ｏ・マシーセンの American 
Renaissance (1941)はイギリス詩論をもとに
してアメリカ文学作品を研究した著作であ
る。そういう意味では当初からアメリカ文学
研究はトランスアトランティックな視点で
始まったと言えるだろう。 
マシーセンのこの記念碑的著作は、そもそ

も当時の敵国であったドイツに文化的対抗
手段であったという点はよく知られている
が、我々が忘れてはならないのは、この事実
上最初の学術的アメリカ文学研究書が政治
的意図で書かれたという事実である。またマ
シーセンはホモセクシャルであり、共産主義
者でもあった人物であるが、このアメリカ文
学研究における巨人が、「反アメリカ的」側
面を糾弾されることによって自殺をしてい
るということは、いったいいかなる意味を帯
びていると言えるのか。 
周知のように、近年ではマシーセンを始め

とする草創期のアメリカ文学研究が帯びて
いた政治性に関する研究は非常に多い。例え
ばほんの一例を挙げるならばウォルター・ベ
ン・マイケルズとドナルド・Ｅ・ピーズ編の
The American Renaissance Reconsidered 
(1985) やラッセル・ライジングの The 
Unusable Past (1986)、またサクヴァン・バ
ーコヴィッチやジョナサン・アラックなどニ
ューアメリカニストと呼ばれる研究者たち
の業績など、枚挙にいとまがない。しかしト
ランスアトランティックな視点から冷戦を
捉えた研究は意外なほど少ないのである。 
日本においても同様にアメリカン・ルネッ

サンスを見直す傾向は見られ、増永俊一編著
『アメリカン・ルネサンスの現在形』（2007）
は非常に重要な成果であると言える。また冷
戦期に書かれたアメリカ文学に関する研究
書としては、山下昇編著『冷戦とアメリカ文
学―21 世紀からの再検証』（2001）が重要で
ある。また 2009 年には日本アメリカ文学会
で冷戦に関するシンポジウムが開かれてい
る。 

本研究は上で見たような 2つの批評の流れ、
すなわちトランスアトランティックな視点
から考察されたアメリカとヨーロッパの関
係性に関する議論と、冷戦がアメリカ文学お
よびアメリカ文学研究に与えた影響に関す
る議論を統合する試みである。 
 
２．研究の目的 
本研究が扱う作家はナサニエル・ホーソー

ン、エドガー・アラン・ポー、アーネスト・
ヘミングウェイ、F・スコット・フィッツジ
ェラルド、トルーマン・カポーティなどヨー
ロッパと深く関わったアメリカ人作家たち
である。これらの作家は、これまで政治的な
考察をほとんどされてこなかった作家たち
であり、それ故に研究する意義が高いと考え
られる。 
これらの作家のヨーロッパとの関係を、

（１）歴史的、（２）政治的、（３）宗教的な
観点から考察する。アメリカとヨーロッパの
関係は地理的な距離感だけでなく、歴史的な
隔たりがきわめて重要な意味を持つ。文明の
堕落を逃れて無垢の土地へ向かうというピ
ューリタンの企てから植民が始まったとい
う出発点から明らかなように、歴史のある旧
世界と歴史のない新世界という対比が念頭
に置かれ、その両者に堕落／無垢、洗練／粗
野という両面価値が与えられていた。それが
独立以後の孤立主義、干渉主義、そして帝国
主義的拡張政策へと移り変わる合衆国の政
治にも強い影響を与えていたのである。また
カトリックや英国国教会から分離する形で
ピューリタンによって作られた国でありな
がら、その後の合衆国は移民の流入などの影
響により、多様な宗派が入り乱れる国となっ
た。 
本研究はこれらの大西洋を挟んだアメリ

カとヨーロッパの関係が、アメリカ人作家の
創作にどのような影響を及ぼしたのかを研
究し、その一端を明らかにすることを試みて
いる。 
 
３．研究の方法 
（1）国際学会への参加 
2012 年 6月および 2014 年 6月に国際ヘミ

ングウェイ学会に参加し、発表を行った。
2012 年はミシガン州で開催され、主にヘミン
グウェイに対するカトリシズムの影響に関
して研究結果を報告し、参加したアメリカ人
研究者と積極的な議論を交わした。2014 年は
イタリアのヴェニスで開催され、ここではヘ
ミングウェイの最晩年の作品に関し、第二次
世界大戦後のヨーロッパの軍事的、政治的状
況がヘミングウェイの作品にどのような影
響を及ぼしたかについて発表を行った。この
際にもアメリカ人研究者から非常に多くの
有益なアドバイスを受けることができた。 
またこの両学会では、本研究の研究課題と

近い分野の発表が非常に多く、さまざまな研
究発表を聴講できたことは本研究課題を推



進するのに非常に有益であった。 
（2）パリにおける現地調査 
 2014年3月にパリでヘミングウェイの足跡
を追い、フランスにおける伝記資料を収集し
た。ここでの研究成果は主に当時の政治状況
がヘミングウェイの宗教観にどのような影
響を与えたのかを知るためのものであり、最
終的に単著『アーネスト・ヘミングウェイ、
神との対話』をまとめるのに不可欠な情報を
得ることができた。 
（3）国内学会での発表 
 2012 年 5月の九州アメリカ文学会第 58 回
大会では、「ヘミングウェイと老い」と題さ
れたシンポジウムにパネリストとして参加
した。ここでのシンポジウムは編著『ヘミン
グウェイと老い』という形で公表する研究成
果の原型となった。 
また、2013 年 10 月には九州英文学会第 66

回大会において、招待発表を行い、エドガ
ー・アラン・ポーと都市化の関係をヨーロッ
パとアメリカの関係を重ねて論じた。同年 12
月にはその発表と関連づけて、日本ナサニエ
ル・ホーソーン協会九州支部例会において、
ナサニエル・ホーソーンの代表作『緋文字』
を都市とヨーロッパに関連づけて論じた。 
2014 年には九州英文学会第 67 回大会にお

いて「アメリカ文学と結婚」と題されたシン
ポジウムのコーディネーターをし、ヘミング
ウェイの『武器よさらば』に見られる結婚と
宗教観をヨーロッパ的文脈から考察した。ま
た同年 12 月には日本アメリカ文学会関西支
部第 58 回大会において「第一次世界大戦と
アメリカ文学---戦争、作品、作家の力学」
と題するシンポジウムに参加し、『武器よさ
らば』の宗教観を第一次世界大戦とそれをめ
ぐる政治的状況との関わりから考察した。 
2015 年に入り、本研究課題を締めくくる発

表として日本 F・スコット・フィッツジェラ
ルド協会においてヘミングウェイと同時代
の作家であり、関連づけて研究する必要のあ
るフィッツジェラルドを、『夜はやさし』を
中心として論じた。この発表ではヨーロッパ
における経済的状況を視野に入れて作品の
読解を行った。 
またこれらの学会を含め、発表をしない学

会においても適宜国内のヘミングウェイ研
究者と交流し、当研究内容について意見交換
を行った。 
（4）『ヘミングウェイと老い』編集 
 九州アメリカ文学会でのシンポジウムを
もとにした論文集を編集し、その中に論文と
対談企画を収録した。本研究は単独による研
究ではあるが、シンポジウムと論文集という
形で多くの研究者と連携することができ、研
究の幅が大きく広がったと言える。 
 
４．研究成果 
（1）論文の掲載 
本研究課題の中からカポーティに関する

研究を共著『冷戦とアメリカ---覇権国家の

文化装置』に論文として収録することができ
た。 
またエドガー・アラン・ポーに関する研究

は日本英文学会支部統合号に慫慂論文とし
て掲載した。同じテーマでナサニエル・ホー
ソーンに関して行った研究は日本アメリカ
文学会の全国誌『アメリカ文学研究』に掲載
された。 
ほかにも共著『あめりか いきものがたり

---動物表象を読み解く』にヘミングウェイ
の動物表象に関する論文を、共著『環大西洋
の想像力---越境するアメリカン・ルネサン
ス文学』にポーと食文化に関する論文を収録
した。これらの論文はいずれも本研究課題の
主要な研究成果の一環であり、読者層の広い
媒体に掲載されたことで、研究成果を幅広い
読者に知らせることができたと考えられる。 
その他前項「研究の方法」（4）で挙げた『ヘ

ミングウェイと老い』にも研究成果の一部を
発表している。またヘミングウェイに関して
も数本の論文を書いているが、以下に記す単
著に収録したのでここでは割愛する。 
（2）『アーネスト・ヘミングウェイ、神との
対話』出版 
 本研究課題の中から中心的に論じてきた
ヘミングウェイに関するものをまとめ、宗教、
政治、戦争などヨーロッパ的コンテクストか
ら論じた単著として出版した。本研究課題の
主要成果を単著という形で発行することが
でき、当初の研究計画で予定していた以上に
大きく公表することができた。 
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